
宣 言 日 令和　３年１０月２５日

住 所 埼玉県飯能市大字飯能３９９－１

県内企業等の名称 株式会社　加藤建設工業

代表者役職 氏名 代表取締役　髙野　修

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な働き方改革を推進する。

＜２０２０年の数値＞
高齢者の雇用比率　　１０％（7人/70人）

＜2030年に向けた指標＞

高齢者の雇用比率　　２０％（20人/100人）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

高齢者の雇用比率　　１２％（10人/81人）

社会貢献活動の継続及び推進をする。

＜２０２０年の数値＞
・彩の国ロードサポート活動
　４回／年　延べ35人
・川の国応援団
　１回／年　延べ6人

＜2030年に向けた指標＞

・彩の国ロードサポート活動　８回／年　延べ60人
・川の国応援団　　　　　　　　　４回／年　延べ20人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

・彩の国ロードサポート活動　５回／年　延べ40人
・川の国応援団　　　　　　　　　２回／年　延べ10人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

CO2排出量の削減：1,190.5t-CO2／年（3.0％削減）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

CO2排出量の削減：1,215.1t-CO2／年（1.0％削減）

二酸化炭素排出量を削減し、地球温暖化
対策に貢献する。（電気・ガス・軽油の使用
量削減）

＜２０２０年の数値＞
CO2排出量：1,227.4t-CO2／年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念は『私たちの自身の成長を通して安全・安心・快適な環境作りに貢献する』としてあり
ます。これによって提供する全てのモノ・サービスを通して、お客様（顧客・地域）に必要とされる会社を
目指すことにより持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成に向けて社員一人一人が真剣に向き合い行動
することでＳＤＧｓの達成に貢献していきます。

株式会社　加藤建設工業

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


